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こ
と
し
も
○
○
高
校
に
文
化
祭
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。 

今
年
の
文
化
祭
の
テ
ー
マ
は
「
□
□
」
で
す
。
こ
の
テ
ー
マ
に
は
、
～
～
～
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今
回
の
文
化
祭
で
は
、・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
で
す
。 

文
化
祭
の
開
催
に
あ
た
り
、
実
行
委
員
の
○
○
さ
ん
は
、「
今
回
の
企
画
を
通

じ
て
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
。
」
と
熱
く
語
っ
て
い
ま
し
た
。 

こ
と
し
の
文
化
祭
で
は
ほ
か
に
も
、
○
○
部
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
、

○
○
部
の
ス
テ
ー
ジ
発
表
な
ど
、
見
所
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。
そ
れ
以
外
に

も
、
た
と
え
ば
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
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文
化
祭
は
午
前
〇
時
か
ら
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～

～
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生
徒
会
長
の
○
○
さ
ん
は
、
「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
」
と
、

こ
の
文
化
祭
へ
の
思
い
を
語
っ
て
い
ま
す
。 

み
な
さ
ん
も
、
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
し
ま
し
ょ
う
。 
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福岡地区大会 アナウンス部門 原稿作成について(見本) 

 運営の先生・審査員の先生方が見やすい原稿作りを心がけてください。 

 作成・印字のコンピューター環境により原稿がこの見本と異なっても、減点や失格になることはありません。 

 アナウンスする内容は自校の校内放送に使用するものとし、原稿を生徒が自作したものに限ります。 

 

○ワープロソフトを使用して、一人につきＡ４判を３枚作成します。 

○Ａ４用紙は横向き、縦書きで使います。余白は 20 ミリ前後に設定してください(この文書の余白が 20ミリ)。 

○文字のフォントは明朝体、大きさは 14・16・18 ポイントで作成してください(この原稿は 16ポイント)。 

※文字数が多い場合でも、ページ行数と１行の字数及び文字の大きさを調整の上、原稿は１枚に収めてください  

○本文は原稿用紙の使い方に従って入力してください。 

（ニュース原稿に見られるような「１文ごとの改行」「空白行の挿入」「行末未満での改行」などはしないでください。） 

○ワープロで変換できなかった旧字等は、手書きで記入して構いません。 

＊以上は提出用原稿についての注意事項ですので、発表者が手元で読むための原稿は自由に作成して構いません。 

１
行
あ
け
て
本
文 

提出時は左上をクリップで 

留めてください。 

1行目の１字目に「番」を

入力し、10 字分スペー

ス（空白）を入れ、氏名

を入力します。 

１枚目のみ、学校名を鉛筆書き

してください。 

名前は略称・通称でOKです。 

（「～高等学校」は不要） 
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１
行
あ
け
て
本
文 

あ
く
る
日
は
平
生
よ
り
も
暑
い
日
で
あ
っ
た
。
休
暇
中
だ
か
ら
理
科
大
学
を
尋
ね
て
も

野
々
宮
君
は
お
る
ま
い
と
思
っ
た
が
、
母
が
宿
所
を
知
ら
せ
て
こ
な
い
か
ら
、
聞
き
合
わ
せ

か
た
が
た
行
っ
て
み
よ
う
と
い
う
気
に
な
っ
て
、
午
後
四
時
ご
ろ
、
高
等
学
校
の
横
を
通
っ

て
弥
生
町
か
ら
は
い
っ
た
。
往
来
は
埃
が
二
寸
も
積
も
っ
て
い
て
、
そ
の
上
に
下
駄
の
歯
や
、

靴
の
底
や
、
草
鞋
の
裏
が
き
れ
い
に
で
き
あ
が
っ
て
る
。
車
の
輪
と
自
転
車
の
あ
と
は
幾
筋

だ
か
わ
か
ら
な
い
。
む
っ
と
す
る
ほ
ど
た
ま
ら
な
い
道
だ
っ
た
が
、
構
内
へ
は
い
る
と
さ
す

が
に
木
の
多
い
だ
け
に
気
分
が
せ
い
せ
い
し
た
。
と
っ
つ
き
の
戸
を
あ
た
っ
て
み
た
ら
錠

が
下
り
て
い
る
。
裏
へ
回
っ
て
も
だ
め
で
あ
っ
た
。
し
ま
い
に
横
へ
出
た
。
念
の
た
め
と
思

っ
て
押
し
て
み
た
ら
、
う
ま
い
ぐ
あ
い
に
あ
い
た
。
廊
下
の
四
つ
角
に
小
使
が
一
人
居
眠
り

を
し
て
い
た
。
来
意
を
通
じ
る
と
、
し
ば
ら
く
の
あ
い
だ
は
、
正
気
を
回
復
す
る
た
め
に
、

上
野
の
森
を
な
が
め
て
い
た
が
、
突
然
「
お
い
で
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」
と
言
っ
て
奥
へ
は
い

っ
て
行
っ
た
。
す
こ
ぶ
る
閑
静
で
あ
る
。
や
が
て
ま
た
出
て
来
た
。 

「
お
い
で
で
や
す
。
お
は
い
ん
な
さ
い
」
と
友
だ
ち
み
た
よ
う
に
言
う
。
小
使
に
く
っ
つ
い

て
行
く
と
四
つ
角
を
曲
が
っ
て
和
土
の
廊
下
を
下
へ
降
り
た
小
使
に
く
っ
つ
い
て
行
く
と

四
つ
角
を
曲
が
っ
て
和
土
の
廊
下
を
下
へ
降
り
た
。
世
界
が
急
に
暗
く
な
る
。
炎
天
で
目
が

く
ら
ん
だ
時
の
よ
う
で
あ
っ
た
が
し
ば
ら
く
す
る
と
瞳
が
よ
う
や
く
お
ち
つ
い
て
、
あ
た

り
が
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

 

□
□
□
□ 福岡地区大会 朗読部門 原稿作成について(見本) 

 運営の先生・審査員の先生方が見やすい原稿作りを心がけてください。 

 作成・印字のコンピューター環境により原稿がこの見本と異なっても、減点や失格になることはありません。 

 要項に記載の指定作品から１編を選び、自分の表現したい部分を抽出して朗読します。 

 作品名や作者名の原稿上の表記･読み方に注意するものは、要項に従ってください。 

 

○ワープロソフトを使用して、一人につきＡ４判を３枚作成します。 

○Ａ４用紙は横向き、縦書きで使います。余白は 20 ミリ前後に設定してください(この文書の余白が 20ミリ)。 

○文字のフォントは明朝体、大きさは 14・16・18 ポイントで作成してください(この原稿は 14ポイント)。 

※文字数が多い場合でも、ページ行数と１行の字数及び文字の大きさを調整の上、原稿は１枚に収めてください  

○作品の改変はできません。抽出部分途中の省略及び一文途中からの抽出開始や終了をしないでください。 

○「選択作品の本文が改行していない部分で改行する（＝勝手に段落をわける）こと」、「選択作品の本文が改行して 

いる部分を改行せず次の文とつなげること」、「引用著書にない空白行を挿入すること」は改変とみなされます。 

(選択作品に空白行がある場合は、空白行を入れてください。) 

○提出原稿では、ルビ(フリガナ)･訳者注は省略してください。ただし、本文にある括弧「」・『』・( )はその中の 

 文も表記して朗読してください。 

○ワープロで変換できなかった旧字等は、手書きで記入して構いません。 

＊以上は提出用原稿についての注意事項ですので、発表者が手元で読むための原稿は自由に作成して構いません。 

提出時は左上をクリップで 

留めてください。 

1行目の１字目に「番」を

入力し、10 字分スペー

ス（空白）を入れ、氏名

を入力します。 

１枚目のみ、学校名および 

抽出箇所のページ数・行数を 

鉛筆書きしてください。 

名前は略称・通称でOKです。 

（「～高等学校」は不要） 

ｐ２０， 

Ｌ３～ 


